
こどもとの対話をから始まる特別支援教育

現場の学校から考えてみる

＊担任を支える

＊授業の在り方を変える



特別支援教育

2007年4月 特別支援教育元年

2021年２月

校内委員会
特別支援教育コーディネーター
個別の指導計画
専門家チーム

研修会
・
・
・

通級指導教室



対応が分からない
対応に悩む

叱責 努力の強制
否定・排除
不適切な教育的対応

友達とトラブ
ルばかり起こ
している

すぐにた
ち歩く

なぜわか
らないの
だろう忘れ物ば

かり 困った子
問題のある子



なぜそのようなことをするのだろうか？

その原因は？

対応の方法が
見えてくる

その姿勢が子
どもに伝わる

支える

チ
ー
ム
で

学校体制

通級指導教室

同 僚
関係機関等

こどもとの対話から始まる



多くの書籍が店頭に溢れるようになった

情報が多すぎ
て余計分から
なくなった



LD等通級指導教室(京都市）

2006年(平成18年）

小学校 4校
中学校 5校

2020年(令和２年）

小学校 ７４校
中学校 ２６校
高校 2校

小学校 161校
中学校 73校
高校 9校

子どもの指導

通級指導教室担当者

担任等への支援



京都市

総合育成支援教育マスターコース

校長が推薦する者
長期休暇中の4日間(終日）

７月28日 学校体制の在り方について
８月３日 「聞く・話す」の指導
８月４日 個別の指導計画の作成と活用
12月25日 アセスメント(総論と学力)

令和2年度

専門性のある教員を育てる



『ひとり一人は違う』という意識の拡がり

こどもとの対話から始まる

授業の姿

支援を必要とする子にとって分かりやすい授業は、
他の子にとってもわかりやすい授業

ユニバーサルデザイン授業



学 び 方 は 一 人 一 人 違 う

先生の教え方に
子どもを合わせる 子どもの学び方に応じて、先生

が教え方を変える

学び方の違いに応じて、いろ
いろ学び方を選べる授業



各地で盛んに 取り組まれている



② どの子どもにとってもわかりやすい授業づ
くりや過ごしやすい学校・学級づくりについて，
学校全体での共通理解を図るとともに，ユニ
バーサルデザインチェック表等を活用し，教職
員が連携して，授業や学級経営，学校環境の見
直しを進める。

第２章 学校運営 ７つの柱
～全教職員が進める確かな学校教育～

５．「困り」を抱える子ども一人一人に対する
支援を行う



誰にもわかりやすい授業

学級経営
授業研究

特別支援教
育の知見

学びのユニバーサルデザイン

融合



ユニバーサル
デザイン

全体への支援

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ

13

特別な支援(個別の支援）



授業(教育）のユニバーサルデザイン

インクルーシブ教育システム
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